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令和３年度 小谷村教育委員会１１月定例会 会議録 

 

 

◎開催日時 令和３年１１月２５日（木） 

      開会：16 時 45 分     閉会：18 時 00 分 

 

◎開催場所 小谷村教育委員会  相談・応接室 

 

◎出 席 者 教 育 長     関  芳明 

      教育長職務代理者 太田 久吉 

教育委員     太田  明 

教育委員     片山 弥生 

教育委員     深澤 和子 

◎欠 席 者  な し 

◎傍 聴 者  な し 

◎職務のため出席した者   教育課長    鷲澤 美幸 

◎説明のため出席した者   総務学校係長  齋藤 利浩 

 

１ 開 会 （16：45） 

〇教育長 令和３年度小谷村教育委員会 11 月定例会の開会を告げる。 

   

    

２ 日程の報告 

 日程第１ 10 月定例会会議録の承認 

〇教育長  10 定例会の会議録は事前にお送りしました、内容について加筆訂正等あり

ますか。    《なしの声あり》 

ここで提案ですが、これまで、定例教育委員会の議事録を作成後、翌月の教育委

員会において、署名をいただいていましたが、欠席された委員さんがいた場合の署

名のあり方が難しいと考え、当該月の教育委員会に出席したという意味で、教育委

員会終了後に今月分の署名をいただくことに変更したいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

〇太田久吉委員  会議録の内容に訂正等があった場合はどうなりますか。  

〇教育長  教育委員さんに見ていただき、修正・訂正を行った後に署名の部分を添付

して議事録として保存します。それでは、会議録については異議なしということで

よろしいでしょうか。 

〇出席委員  了解する。 

 

日程第２ 教育長事務報告 

〇教育長  出席した会議等、資料のとおりです。11 月 19 日、保小中合同避難訓練が
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ありました。平成 26 年の神城断層地震から今年で７年が経ちます。合同職員会議

の中で計画して検討してきたもので、昨年は実施できませんでしたが、保護者への

引き渡しを想定して、保育園・中学校から小学校へ一つに集まるところまでの訓練

を行いました。保育園児から中学生まで、整然と訓練を行うことができました。同

日、第１回ボッチャ選手権大会を栂池社会体育館で開催しました。ボッチャは障が

い者スポーツとして考案されたものですが、障がいの有無・性別にかかわらず幅広

い年齢の方が参加できるスポーツです。決勝戦は小学生チームと大人チームの対戦

となり、小学生でも大人と対等に参加できますので、これからも推進していきたい

と考えています。姉妹都市への表敬訪問として、11 月９日に菊川市、17 日に白子町

へ行ってまいりました。菊川市へは、来月小学校５年生が臨海学習で訪問すること

になっていますし、白子町からは１月にスキー教室で来ていただくことになってい

ます。事務報告についてご意見や質問など、ありましたら、自由討議の際発言をお

願いします。 

 

 日程第３ 議案上程、説明、質疑、決定 

・議案第 29 号 令和３年度小谷村就学相談委員会判定結果について 

 

〇教育長  議案の上程、説明、質疑、決定に移ります。議案第 29 号について、総務

学校係長から説明をします。 

〇総務学校係長   

議案第 29 号について説明いたします。11 月５日に本年度第２回の就学相談委員

会を開催し、保育園・小学校・中学校の児童生徒 16 名の就学について協議し、判

定を行いました。それぞれの結果について簡潔に報告いたします。  

 

  【以下 非公開】   

 

 

  【以下 公開】 

他に意見がなければ、就学相談委員会の判定について、お認めいただけますか。 

〇全委員  異議なし。 

〇教育長  議案第 29 号は、可決されました。 

 

 

 日程第４ 報告及び協議事項 

〇教育長  報告及び協議事項に移ります。児童生徒の様子ですが、11 月 13 日小学校

の土曜参観日で見ていただきました。小学校では 11 月はなかよし旬間を設定して

人権教育を実施しています。小学校では、特定の児童がからかい
・ ・ ・ ・

の対象になったり、

他の児童から強い口調であたられたりするといった、いじめに該当するような事案

があることは事実であります。少人数でずっと同じ友達関係で進級していくことに
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なりますので、大きな問題に発展しないように、また、長期化しないようにという

ことで指導していただいています。日々このような事案を見逃さないように、担任

だけではなく教職員全員で一丸となって指導していただくように、校長先生が中心

となって対応していただいています。現在のところは落ち着いていますので、経過

を注視していきたいと思います。深刻ないじめ事案には発展していませんが、早め

に対応して指導していただいているということを報告させていただきます。  

   前月の教育委員会で深澤委員さんからお話がありました、外国人の女の子につい

てですが、お母さんとご本人が教育委員会に来られて、希望を聞く中で「学校に行

ってみたい」という気持ちを持っているということを聞きました。そうは言っても、

母国語しか話せないという状況ではすぐに対応することは難しいのではないかと

いうお話をしました。中学校に相談したところ、校長先生が以前勤務していた学校

で同じ国の生徒を教えていた経験があるということで、通学を歓迎するというお話

をいただきました。すぐに他の生徒と同じように全教科勉強するということは難し

いと思いますが、できることから参加していただくことで中学生にとっては刺激に

なると思います。まず、本人が中学校に行って、先生方と話しをする中で進めてい

きましょうということになりました。中学３年生の年齢ですが、３年生は受験を控

えていますし、２年生と一緒に始めるのが良いのではないかということになりまし

た。白馬村で日本語教室に通っていて、カタカナが書ける程度だということですが、

日常的に友達とかかわる中で、言葉はすぐに覚えるのではないかと思っています。 

   学校給食共同調理場の栄養教諭が、１月から産休に入ることになり、産休代替補

助栄養士を検討しています。住民福祉課の臨時栄養士さんに共同調理場に移ってい

ただくことで話を進めています。住民福祉課が手薄になる部分には、白馬村健康福

祉課の支援をしている栄養士さん２名が、小谷も支援していただけるということで、

１月から３月の間は対応していきたいと思います。 

   私からの報告事項は以上です。 

〇教育課長  以前報告しました、外国人一家の小学２年生の娘さんが小谷小学校へ通

学を希望している件について報告いたします。11 月第３週頃、公民館宛にメールが

届きました。「娘を小谷小学校に通わせたい。日本の法律では６歳以上の教育は義務

である。22 日から通学させたいと思っている。」という内容でした。外国人登録を

している現住所地の教育委員会に電話し、相談したところ、仕事や家庭の事情で住

所を移すことができないケースはあるので、小谷村が区域外就学を許可して小谷小

学校に転校すればよいのではないかという結論に至りました。ただし、現住所地の

教育委員会からは「住民登録を異動することが基本なので、可能であれば住所を移

すこと」を指導してほしいというお話がありました。地域おこし協力隊員が以前か

らメールでやり取りをしていたということで、協力隊員を通じて「できるだけ住所

の移動をしてほしいということと、それができないのであれば理由を教えてくださ

い」とメールしました。返事は、「娘は永住許可を持っている。何の問題もない。」

といった内容で、らちが明かない状況ですが、登校開始が遅れるのは娘さんのため

になりませんので、小学校の校長先生とＡＥＴのモニカ先生がコンタクトをとって、
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区域外就学の申請書を書いてもらい手続きを進めることになりました。現在は申請

書が提出されるのを待っている状況です。通学が可能な状況であれば、とりあえず

体験入学という形で受け入れて、書類が整ったところで正式に就学指定をしたいと

考えています。本来就学指定は教育委員会にお諮りする事案ですが、事後報告とさ

せていただきますので、ご承知おきください。 

〇深澤委員  通学バスの乗車について、トラブルがあると聞いたのですが、教育委員

会ではご存じでしょうか。小学校で問題になっているということありますか。 

〇片山委員  土曜参観の懇談の時に、教頭先生からお話があったと思います。バスの

中で中学生が騒ぐので小学生も一緒に騒いでしまうという内容でした。  

〇深澤委員  バスの運転手さんに新しく若い運転手さんが入って、その方が口が悪く

て怖いらしく、きつい言葉で怒鳴ることがあり、小さい子が怖くて泣いてしまうこ

とがあったそうです。以前からいる運転手さんは、子どもの名前や乗り降りするバ

ス停を覚えていて、声をかけてくれる等、とても良くしていただいています。子ど

もたちがいたずらで降りないのにブザーを押して、バスが停まったのに誰も降りな

くて、本当に降りる子がいてブザーを押したのに停まってくれず、迎えに来たお母

さんの前を過ぎて行ってしまったと聞いています。 

〇片山委員  教頭先生が一緒にバスに乗って、様子を見たり指導したと言っていまし

た。 

〇深澤委員  騒いでいる子の親は事態に気づいていないので、誰かが騒いでいる子と

その親に話してくれたらよいと思うのですが。 

〇教育課長  学校から特定の児童生徒と保護者に注意するのは難しいと思いますので、

〇〇線バスで通学している児童生徒と保護者ですとか、バス通学の児童生徒と保護

者というように、広く文書で注意喚起してもらうのが良いと思います。  

〇深澤委員  地区のグループ LINE でつながっているので、地区の保護者会長に話し

ていただき、保護者会長からバスの乗車マナーが悪いことについて指導を受けまし

たという内容を流していただけば、騒いでいる子の保護者も気が付くと思いますし、

何らかの形で保護者に知らせてほしいと思います。子どもたちも、親には自分に都

合が良いように話すので、騒いだことは棚に上げて「バスの運転手の態度が悪い」

と話しているのかもしれません。 

〇教育課長  教頭先生がバスに乗っているときはそれほど騒がないのではないかと想

像できますので、私か係長が乗って様子を見るというのはどうでしょう。  

〇深澤委員  新しく入った運転手さんの様子も見ていただきたいと思います。騒いで

いる子どもに対して、悪い言葉遣いをしたり舌打ちをすることもあるようです。 

〇教育長  学校と相談して対応させていただきます。他にありますか。  

〇深澤委員  合同避難訓練の様子は、テレビのニュースで見てとても良いと思いまし

た。 

〇教育長  訓練当日は、９時 40 分にそれぞれの学校・園で訓練放送を流し、一旦、保

育園は園庭、中学校は体育館に避難し、二次避難ということで小学校の体育館に避

難してきました。騒ぐこともなく、整然と避難することができました。災害時には
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保護者への引き渡しということが出てきますので、そこまでの訓練をしたかったの

ですが、今回はその手前の段階までの訓練を行いました。  

〇太田明委員  以前も引き渡し訓練を行ったと記憶していますが。  

〇教育課長  以前小学校では引き渡し訓練を行いました。合同避難訓練を計画する中

で、保・小・中に兄弟関係がある家庭への引き渡しをシュミレーションする必要性

があると考えました。保護者への引き渡しの現場を担任が確認していないといけま

せんので、しっかりしたルールを作る必要があります。 

 

日程第５ 自由討議 

〇教育長  自由討議です。何かありますでしょうか。 

〇太田久吉委員  本日行われた、おたり学校園運営委員会で、たくさんの宿題をもら

ったので、教育委員会の場で話し合っていかなくてはならないと思います。  

〇教育長  次回の学校園運営委員会は２月に開催する予定ですので、今日の会議で話

し合ったことを取りまとめて、ご報告させていただき、話し合いたいと思います。  

〇太田久吉委員  保育園から中学校卒業までの 12 年間の教育で、卒業する時の姿とい

う話があったと思います。保育園の段階での目標や小学校での目標といったものは

決まっていましたか？ 

〇教育長  それぞれのゴールはありますが、中学３年生の姿がないと保育園・小学校

の目指す姿はなかなか見えてこないという話がありました。その中学３年生の姿を

もう少しでまとめることができるという話だったと思います。それが決まるとそこ

に向かって 12 年間進んでいきましょうという形になるということです。 

〇太田久吉委員  そのまとめは、どこで行うのですか。 

〇教育長  保・小・中の合同職員会の部会で検討してもらっています。  

〇太田久吉委員  第３回の運営委員会ではその報告があり、そのうえで評価の話にな

るのですね。 

〇教育長  村が求めている姿に対して、学校園がどのように活動しているかという評

価にしなくてはいけないと思いますので、もう少し整理して考える必要があると思

います。評価といっても評点をつけずに意見を聞くだけでもいいという話もありま

した。 

〇太田明委員  課題が明確になれば、やりやすいのではないでしょうか。  

〇教育長  課題に対する評価ですと文書にしやすいと思います。 

〇太田久吉委員  小学校・中学校の終わる時間に屋外放送やチャイムを鳴らすという

のはすぐにでもできると思うので、さっそく実施したらよいと思います。  

〇教育長  中学校と小学校、高学年と低学年、職員会がある水曜日、それぞれ下校時

間がバラバラなので、どの時間に流すかが難しいです。地域の皆さんには、そろそ

ろ子どもたちが帰ってくる時間だということを知ってもらうことは良いことだと

思いますが、全部の時間帯に流すのはどうかと思います。  

〇太田久吉委員  検討して、実施していく方向で考えていかなくてはいけないと思い

ます。白馬で実施しているという話でしたので、白馬村はどのようにやっているの
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か聞いていただいて、参考にしたらどうでしょう。 

〇教育課長  小谷村は谷が狭いので、屋外放送が谷に反響してしまい、しゃべってい

る内容が聞き取れないという苦情と、うるさいという苦情がとても多いので、一日

に何回も流すのは難しいと思います。 

〇片山委員  家の中で流れる放送を使うのはどうでしょうか。こんな時間だと気づく

きっかけになると思います。実施しているところは、子どもたちの下校を村ぐるみ

で見守ることを認識してもらえるようにという取り組みだと思います。  

〇教育長  放送の頻度などは検討が必要ですが、決まった時間にチャイムや音楽を流

すのは、現行の６時 12 時 18 時の他に追加できると思います。 

〇太田久吉委員  クロスカントリースキーのコースづくりなど、手伝えるので声をか

けてください。 

〇教育長  ありがとうございます。ご協力お願いします。 

〇深澤委員  公営おたり塾が始まって、保育園から中学校までの英語教育に力を入れ

てこられて、中学生の英語の成績が他の教科と比べて全国的にもレベルが高いとい

うお話を聞くと、成果が出ていると思います。目標を決めて取り組んだ成果だと思

いますので、「出口を決める」ことの大切さを感じました。  

〇教育長  長年の積み重ねが大切だということだと思います。他にはよろしいですか。 

 

 

 日程第６ 次回委員会の開催予定 

〇教育長  次回の教育委員会 12 月 23 日木曜日 16 時 30 分から予定したいと思いま

すがいかがでしょうか。 

〇全委員  了承する。 

 

３ 閉 会 

〇教育長  以上で本日の会議事項は全て終了しました。これで令和３年度小谷村教育

委員会 11 月定例会を閉会とします。ありがとうございました。 

    

 

                                  (18：00) 

 

 


